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(57)【要約】

【課題】手軽に導入でき、既存の設備を活かしながら温

湿度の均一化を図る空調設備を提供する。

【解決手段】空気循環装置１００Ａは、エアコン室内機

４が設置されている第一空間１に設けられ、エアコン室

内機４の上方に位置する吹出口２０と、第一空間１と通

気可能である第二空間２に設けられ、第二空間２の空気

を吸い込む吸込口１０と、吸込口１０から吸い込まれた

空気が吹出口２０へ運ばれる経路となる還気経路３０と

、還気経路３０に設けられ、還気経路３０内の空気を移

動させるファン４０と、ファン４０の動作を制御する制

御部６０とを備え、吸込口１０から吸い込まれた空気を

吹出口２０から吹き出して、第一空間１と第二空間２と

の間で空気を循環させる。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 エ ア コ ン 室 内 機 が 設 置 さ れ て い る 第 一 空 間 に 設 け ら れ 、 前 記 エ ア コ ン 室 内 機 の 上 方 に 位

置 す る 吹 出 口 と 、

　 前 記 第 一 空 間 と 通 気 可 能 で あ る 第 二 空 間 に 設 け ら れ 、 前 記 第 二 空 間 の 空 気 を 吸 い 込 む 吸

込 口 と 、

　 前 記 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 前 記 吹 出 口 へ 運 ば れ る 経 路 と な る 還 気 経 路 と 、

　 前 記 還 気 経 路 に 設 け ら れ 、 前 記 還 気 経 路 内 の 空 気 を 移 動 さ せ る フ ァ ン と 、

　 前 記 フ ァ ン の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と

　 を 備 え 、

　 前 記 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 を 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 し て 、 前 記 第 一 空 間 と 前 記 第

二 空 間 と の 間 で 空 気 を 循 環 さ せ る 空 気 循 環 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 吸 込 口 は 、 前 記 第 二 空 間 の 天 井 に 位 置 し 、

　 前 記 還 気 経 路 と し て ダ ク ト を 設 け る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 循 環 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ダ ク ト は 、 前 記 第 一 空 間 及 び 前 記 第 二 空 間 の 天 井 に 沿 っ て 、 天 井 の 上 に 位 置 す る 請

求 項 ２ に 記 載 の 空 気 循 環 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ダ ク ト は 、 前 記 第 一 空 間 及 び 前 記 第 二 空 間 の 天 井 に 沿 っ て 、 天 井 の 下 に 位 置 す る 請

求 項 ２ に 記 載 の 空 気 循 環 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 一 空 間 及 び 前 記 第 二 空 間 に 亘 る 置 床 を 設 置 し 、

　 前 記 吸 込 口 は 、 前 記 置 床 に 位 置 し 、

　 前 記 還 気 経 路 の 一 部 と し て 前 記 置 床 の 下 の 空 間 を 使 用 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 循 環 装

置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 エ ア コ ン 室 内 機 が 動 作 し て い る と き は 前 記 フ ァ ン を 動 作 さ せ 、 前 記

エ ア コ ン 室 内 機 が 動 作 を 停 止 し て い る と き は 前 記 フ ァ ン の 動 作 を 停 止 さ せ る 請 求 項 １ 乃 至

請 求 項 ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 空 気 循 環 装 置 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 住 宅 内 の 空 気 を 循 環 さ せ る こ と に よ っ て 、 エ ア コ ン 室 内 機 と 組 み 合 わ せ て 空

調 を 行 う 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 住 宅 空 調 で は 、 エ ア コ ン 室 内 機 を 各 室 に 個 別 に 設 置 し て 空 調 を 行 う 個 別 空 調 が 普 及 し て

い る 。 個 別 空 調 は 、 手 軽 に 施 工 で き る 反 面 、 玄 関 、 廊 下 、 階 段 等 の 空 調 空 気 が 届 き に く い

箇 所 と の 間 に 温 度 差 が 生 じ て し ま う 。

　 個 別 空 調 に 対 し 、 温 度 差 が 生 じ に く い 空 調 設 備 と し て 、 住 宅 向 け の 全 館 空 調 が 提 案 さ れ

て い る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 天 井 裏 等 の 住 宅 の 構 造 躯 体 空 間 を リ タ ー ン ダ ク ト と し て

使 用 す る 全 館 空 調 制 御 シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ の 全 館 空 調 制 御 シ ス テ ム は

、 室 温 セ ン サ や 静 圧 セ ン サ を 各 部 屋 に 設 け て 、 天 井 裏 等 に 設 置 す る １ 台 の エ ア コ ン 室 内 機

の 空 調 能 力 及 び 各 部 屋 に 設 置 す る 通 気 フ ァ ン の 風 量 を 制 御 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ７ ９ ６ ４ ８ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

10

20

30

40

50



(3) JP  3232152  U   2021.5.27

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 全 館 空 調 の 設 備 は 住 宅 全 体 に 亘 る も の で あ り 、 価 格 も 高 く 、 施 工 も 大 掛 か り と な る た め

、 手 軽 に 設 置 で き る と は い え な い 。 ま た 、 既 設 の エ ア コ ン 等 の 設 備 が 無 駄 に な っ て し ま う

場 合 も あ る 。 全 館 空 調 ま で は 必 要 な い が 、 エ ア コ ン か ら の 空 気 が 届 き に く い 箇 所 や 隣 接 す

る 空 間 に ま で 空 調 範 囲 を 広 げ た い と い う 場 合 も あ る 。

　 本 考 案 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 手 軽 に 導 入 で き 、 既

存 の 設 備 を 活 か し な が ら 温 湿 度 の 均 一 化 を 図 る 空 調 設 備 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 か か る 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 に 係 る 空 気 循 環 装 置 は 、 エ ア コ ン 室 内 機 が 設 置 さ

れ て い る 第 一 空 間 に 設 け ら れ 、 前 記 エ ア コ ン 室 内 機 の 上 方 に 位 置 す る 吹 出 口 と 、 前 記 第 一

空 間 と 通 気 可 能 で あ る 第 二 空 間 に 設 け ら れ 、 前 記 第 二 空 間 の 空 気 を 吸 い 込 む 吸 込 口 と 、 前

記 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 前 記 吹 出 口 へ 運 ば れ る 経 路 と な る 還 気 経 路 と 、 前 記 還 気

経 路 に 設 け ら れ 、 前 記 還 気 経 路 内 の 空 気 を 移 動 さ せ る フ ァ ン と 、 前 記 フ ァ ン の 動 作 を 制 御

す る 制 御 部 と を 備 え 、 前 記 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 を 前 記 吹 出 口 か ら 吹 き 出 し て 、 前

記 第 一 空 間 と 前 記 第 二 空 間 と の 間 で 空 気 を 循 環 さ せ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 制 御 部 に よ っ て 制 御 さ れ る 還 気 経 路 の フ ァ ン に よ っ て 、 第 二 空 間 の

空 気 が 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ま れ 、 吹 出 口 の 方 向 へ 移 動 し て 、 エ ア コ ン 室 内 機 の 上 方 の 吹 出 口

か ら 吹 き 出 さ れ る た め 、 第 二 空 間 の 空 気 を エ ア コ ン 室 内 機 に 届 け る こ と が で き る 。 ま た 、

第 二 空 間 の 空 気 が 吸 込 口 か ら 吸 い 込 ま れ る こ と で 、 エ ア コ ン 室 内 機 に よ っ て 空 調 さ れ た 空

気 が 第 二 空 間 の 吸 込 口 に 向 か っ て 移 動 す る 。 こ の た め 、 エ ア コ ン 室 内 機 か ら 吸 込 口 に 至 る

空 間 に あ る 空 気 を 空 調 さ れ た 空 気 に よ っ て 効 率 よ く 置 換 し て 、 第 一 空 間 及 び 第 二 空 間 の 温

湿 度 を 均 一 化 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 全 館 空 調 と 比 較 し て 後 付 け で 施 工 し や す く 、 必 要 な 第 二 空 間 を 選 ん で エ ア コ ン に

よ る 空 調 範 囲 を 手 軽 に 広 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 考 案 に 係 る 空 気 循 環 装 置 は 、 前 記 吸 込 口 は 、 前 記 第 二 空 間 の 天 井 に 位 置 し 、 前 記 還 気

経 路 と し て ダ ク ト を 設 け る の が 好 ま し い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 吸 込 口 が 天 井 に 位 置 す る た め 、 日 常 生 活 に お け る 動 線 や 家 具 等 の 配

置 に 影 響 し な い 。 ま た 、 還 気 専 用 の ダ ク ト を 設 け る こ と に よ っ て 、 第 二 空 間 の 空 気 を エ ア

コ ン 室 内 機 ま で 確 実 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 考 案 に 係 る 空 気 循 環 装 置 は 、 前 記 ダ ク ト は 、 前 記 第 一 空 間 及 び 前 記 第 二 空 間 の 天 井 に

沿 っ て 、 天 井 の 上 に 位 置 す る の が 好 ま し い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 天 井 裏 に ダ ク ト を 配 置 す る た め 、 室 内 の 美 観 を 損 な わ ず 、 室 内 を 狭

く す る こ と な く 空 気 循 環 装 置 を 設 置 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 考 案 に 係 る 空 気 循 環 装 置 は 、 前 記 ダ ク ト は 、 前 記 第 一 空 間 及 び 前 記 第 二 空 間 の 天 井 に

沿 っ て 、 天 井 の 下 に 位 置 す る の が 好 ま し い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 天 井 裏 に 入 り 込 ん で ダ ク ト を 配 置 す る 工 事 が 不 要 と な り 、 梁 な ど の

建 築 構 造 部 材 に 干 渉 す る 恐 れ も な い た め 、 よ り 手 軽 に 空 気 循 環 装 置 の 施 工 を 行 う こ と が で

き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 考 案 に 係 る 空 気 循 環 装 置 は 、 前 記 第 一 空 間 及 び 前 記 第 二 空 間 に 亘 る 置 床 を 設 置 し 、 前

記 吸 込 口 は 、 前 記 置 床 に 位 置 し 、 前 記 還 気 経 路 の 一 部 と し て 前 記 置 床 の 下 の 空 間 を 使 用 す

る の が 好 ま し い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 置 床 を 設 置 し て 吸 込 口 を 設 置 す る の で 、 既 存 の 床 を 加 工 し な く て よ

く 、 還 気 経 路 の 一 部 と し て 置 床 の 下 の 空 間 を 使 用 し て 、 空 間 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き
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る 。 ま た 、 吸 込 口 が 床 に あ る こ と に よ っ て 、 床 に 近 い 足 元 の 空 気 の 温 湿 度 が 均 一 化 さ れ や

す い 。 ま た 、 冬 期 に は 床 表 面 温 度 が 室 温 と 同 等 に な る た め 、 快 適 性 が 増 大 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 考 案 に 係 る 空 気 循 環 装 置 は 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 エ ア コ ン 室 内 機 が 動 作 し て い る と き

は 前 記 フ ァ ン を 動 作 さ せ 、 前 記 エ ア コ ン 室 内 機 が 動 作 を 停 止 し て い る と き は 前 記 フ ァ ン の

動 作 を 停 止 さ せ る の が 好 ま し い 。

　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 エ ア コ ン 室 内 機 の 動 作 し て い る と き に の み フ ァ ン を 動 作 さ せ る こ と

が で き る た め 、 フ ァ ン を 動 作 さ せ る た め の エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を 抑 え る こ と が で き 、 操 作 の

手 間 も 不 要 に な る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 考 案 に よ れ ば 、 温 湿 度 の 均 一 化 を 図 る 空 調 設 備 を 、 既 存 の 設 備 を 活 か し な が ら 、 必 要

に 応 じ て 手 軽 に 導 入 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 考 案 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る 空 気 循 環 装 置 を 設 置 し た 住 宅 内 の 空 間 を 示 す 概 略 断

面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 考 案 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 空 気 循 環 装 置 を 設 置 し た 住 宅 内 の 空 間 を 示 す 概 略 断

面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 考 案 に 係 る 空 気 循 環 装 置 を 設 置 す る 前 の 住 宅 内 の 空 間 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る

。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

［ 第 一 実 施 形 態 ］

　 本 考 案 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す

る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ は 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ が 設 置 さ れ て い る 第

一 空 間 １ に 設 け ら れ 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の 上 方 に 位 置 す る 吹 出 口 ２ ０ と 、 第 一 空 間 １ と 通

気 可 能 で あ る 第 二 空 間 ２ に 設 け ら れ 、 第 二 空 間 ２ の 空 気 を 吸 い 込 む 吸 込 口 １ ０ と 、 吸 込 口

１ ０ か ら 吸 い 込 ま れ た 空 気 が 吹 出 口 ２ ０ へ 運 ば れ る 経 路 と な る 還 気 経 路 ３ ０ と 、 還 気 経 路

３ ０ に 設 け ら れ 、 還 気 経 路 ３ ０ 内 の 空 気 を 移 動 さ せ る フ ァ ン ４ ０ と 、 フ ァ ン ４ ０ の 動 作 を

制 御 す る 制 御 部 ６ ０ と を 備 え て い る 。 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ は 、 吸 込 口 １ ０ か ら 吸 い 込 ん

だ 空 気 を 吹 出 口 ２ ０ か ら 吹 き 出 し て 、 第 一 空 間 １ と 第 二 空 間 ２ と の 間 で 空 気 を 循 環 さ せ て

い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 一 空 間 １ は 、 例 え ば 住 宅 内 の 居 室 又 は 居 室 の 一 部 で あ る 。 第 一 空 間 １ に は 、 エ ア コ ン

室 内 機 ４ が 設 置 さ れ て い る 。 エ ア コ ン 室 内 機 ４ は 、 一 例 と し て 壁 掛 け 形 で あ り 、 上 部 か ら

吸 い 込 ん だ 空 気 を 空 調 し て 下 部 か ら 吹 き 出 し て い る 。

　 第 一 空 間 １ に は 、 境 界 ３ を 境 界 と し て 、 第 二 空 間 ２ が 隣 接 し て い る 。 第 二 空 間 ２ は 、 例

え ば 居 室 や 居 室 の 一 部 、 廊 下 、 階 段 、 玄 関 等 で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 従 来 は エ ア コ ン

室 内 機 ４ で 空 調 さ れ た 空 気 が 届 き に く い 空 間 で あ る 。 な お 、 例 え ば 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ が

設 置 さ れ て い る 居 室 内 で あ っ て も 、 第 二 空 間 ２ と な る 場 合 が あ る 。

　 境 界 ３ は 、 第 一 空 間 １ と 第 二 空 間 ２ と の 間 の 通 気 が 可 能 な 境 界 で あ る 。 境 界 ３ に は 、 例

え ば ア ン ダ ー カ ッ ト や ガ ラ リ 等 を 有 す る 扉 や 壁 、 衝 立 に よ る 仕 切 り 等 が 含 ま れ る 。 な お 、

天 井 や 壁 に パ ス ダ ク ト 等 の 通 気 手 段 が 設 け ら れ て い れ ば 、 通 気 が 可 能 で あ り 、 第 一 空 間 １

と 第 二 空 間 ２ と が 隣 接 し て い な く て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 吸 込 口 １ ０ は 、 第 二 空 間 ２ の 空 気 が 吸 い 込 ま れ る 入 口 で あ る 。 吸 込 口 １ ０ は 、 第 二 空 間

２ の 天 井 を 開 口 し て 設 け ら れ 、 還 気 経 路 ３ ０ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 吸 込 口 １ ０ は 、 例

え ば エ ア コ ン 室 内 機 ４ か ら で き る だ け 離 れ た 位 置 に 配 置 し て い る 。

　 吹 出 口 ２ ０ は 、 第 一 空 間 １ に 空 気 が 吹 き 出 さ れ る 出 口 で あ る 。 吹 出 口 ２ ０ は 、 第 一 空 間
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１ の 天 井 を 開 口 し て 設 け ら れ 、 還 気 経 路 ３ ０ の 他 端 に 接 続 さ れ て い る 。 吹 出 口 ２ ０ は 、 エ

ア コ ン 室 内 機 ４ 近 く の 上 方 に 位 置 し 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の 空 気 を 吸 い 込 む 部 分 に 向 け て 空

気 を 吹 き 出 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 還 気 経 路 ３ ０ は 、 両 端 に 接 続 口 を 有 す る 閉 じ た 空 間 で あ る 。 接 続 口 の 一 端 は 吸 込 口 １ ０

に 接 続 さ れ 、 他 端 は 吹 出 口 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 還 気 経 路 ３ ０ は 、 こ こ で は 、 第 一 空 間

１ 及 び 第 二 空 間 ２ の 天 井 裏 に 位 置 す る ダ ク ト ３ １ で あ る 。 還 気 経 路 ３ ０ に は 、 吸 込 口 １ ０

か ら 吹 出 口 ２ ０ へ 向 か う 方 向 に 空 気 を 移 動 さ せ る フ ァ ン ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 フ ァ ン ４

０ が 還 気 経 路 ３ ０ 内 の 空 気 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 吸 込 口 １ ０ か ら 第 二 空 間 ２ の 空 気

が 吸 い 込 ま れ 、 吹 出 口 ２ ０ か ら 第 一 空 間 １ に 吹 き 出 さ れ る 。

　 制 御 部 ６ ０ は 、 フ ァ ン ４ ０ の 動 作 を 制 御 す る 装 置 で あ る 。 制 御 部 ６ ０ は 、 こ こ で は 、 フ

ァ ン ４ ０ の 動 作 又 は 停 止 を 選 択 す る ス イ ッ チ が 設 け ら れ て い る 。 ス イ ッ チ は 、 居 住 者 が 操

作 す る こ と が で き 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の О Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 に 連 動 し て 、 フ ァ ン を 自 動 的 に

Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

［ 第 二 実 施 形 態 ］

　 次 に 、 本 考 案 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ｂ に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら

説 明 す る 。 な お 、 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ と 共 通 す る 構 成 に つ い て は 、 同 じ 符 号 を 付 し て 、

重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ｂ は 、 第 一 空 間 １ 及 び 第 二 空 間 ２ に 亘 る 置 床 ５

０ を 設 置 し て い る 。 吸 込 口 １ ０ は 、 置 床 ５ ０ を 開 口 し て 設 け ら れ て い る 。 置 床 の 下 の 空 間

３ ２ は 、 還 気 経 路 ３ ０ の 一 部 と し て 使 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 置 床 ５ ０ は 、 第 一 空 間 １ 及 び 第 二 空 間 ２ の 床 の 上 に 、 さ ら に 設 け る 床 で あ る 。 置 床 ５ ０

は 、 第 一 空 間 １ 及 び 第 二 空 間 ２ の 床 か ら 間 隔 を 空 け て 設 け ら れ て い る 。 置 床 の 下 の 空 間 ３

２ は 、 中 継 口 ３ ５ で ダ ク ト ３ １ と 接 続 さ れ 、 還 気 経 路 ３ ０ の 一 部 と な っ て い る 。 中 継 口 ３

５ は 、 第 一 空 間 １ の 壁 を 開 口 し て 設 け ら れ て い る 。

　 フ ァ ン ４ ０ 及 び ダ ク ト ３ １ は 、 第 一 空 間 １ の 壁 の 外 側 に 位 置 し て い る 。 吹 出 口 ２ ０ は 、

第 一 空 間 １ の 壁 を 開 口 し て 設 け ら れ 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ 近 く の 上 方 に 位 置 し て い る 。 吹 出

口 ２ ０ は 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の 空 気 を 吸 い 込 む 部 分 に 向 け て 空 気 を 吹 き 出 し て い る 。 フ ァ

ン ４ ０ 及 び ダ ク ト ３ １ は 、 第 一 空 間 １ の 壁 の 内 側 に 位 置 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ は 、 空 調 さ れ た 空 気 が 届 き に く い 第 二 空 間 ２ の 空 気 を

エ ア コ ン 室 内 機 ４ の 近 く に 届 け て 空 調 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 第 二 空 間 ２ の 空 気 が

吸 込 口 １ ０ か ら 吸 い 込 ま れ る こ と で 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ に よ っ て 空 調 さ れ た 空 気 が 第 二 空

間 ２ の 吸 込 口 １ ０ に 向 か っ て 移 動 し 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ か ら 吸 込 口 １ ０ に 至 る 空 間 の 空 気

が 、 空 調 さ れ た 空 気 に よ っ て 効 率 よ く 置 換 さ れ る 。 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ は 、

空 気 を 置 換 し 循 環 さ せ る こ と に よ っ て 、 第 一 空 間 １ 及 び 第 二 空 間 ２ の 温 湿 度 を 均 一 化 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ は 、 第 一 空 間 １ に 設 置 す る エ ア コ ン 室 内 機 ４ を 利 用 し

て 、 第 二 空 間 ２ を 含 め た 空 調 を 行 う こ と が で き る 。 空 調 し た い 第 二 空 間 ２ は 、 必 要 に 応 じ

て 選 ぶ こ と が で き る 。 ま た 、 第 一 空 間 １ に エ ア コ ン 室 内 機 ４ が す で に 設 置 さ れ て い る 場 合

で も 、 後 付 け で 容 易 に 設 置 す る こ と が で き る 。

　 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ は 、 施 工 の 規 模 や 費 用 を 抑 え 、 既 存 の 設 備 を 活 用 し 、

必 要 十 分 な 空 調 設 備 を 導 入 す る こ と が で き る 。 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ は 、 全 館

空 調 に 比 較 し て 手 軽 な 施 工 内 容 で 安 価 に 導 入 す る こ と が で き 、 全 館 空 調 に 準 ず る 程 度 に 小

さ い 温 湿 度 の ム ラ を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 な お 、 図 示 は 省 略 す る が 、 第 一 実 施 形 態 に 係 る 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ に お い て 、 天 井 裏
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に 設 け て い る ダ ク ト ３ １ 及 び フ ァ ン ４ ０ は 、 天 井 の 下 に 設 け て も よ い 。 ダ ク ト ３ １ 及 び フ

ァ ン ４ ０ を 天 井 の 下 に 設 け る 場 合 に は 、 天 井 に 開 口 を 設 け る 必 要 は な く 、 ダ ク ト ３ １ の 両

端 部 を そ れ ぞ れ 吸 込 口 １ ０ 、 吹 出 口 ２ ０ と す れ ば よ い 。

　 ま た 、 第 二 実 施 形 態 に 係 る 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ｂ に お い て 、 置 床 の 下 の 空 間 ３ ２ に 、 中

継 口 ３ ５ か ら ダ ク ト ３ １ を 延 長 し て 配 置 し 、 吸 込 口 １ ０ に 接 続 し て も よ い 。 第 一 空 間 １ の

壁 の 外 側 に 設 け て い る ダ ク ト ３ １ 及 び フ ァ ン ４ ０ は 、 壁 の 内 側 に 設 け て も よ い 。 ダ ク ト ３

１ 及 び フ ァ ン ４ ０ を 壁 の 内 側 に 設 け る 場 合 に は 、 壁 に 開 口 を 設 け る 必 要 は な く 、 置 床 ５ ０

を 開 口 し て 中 継 口 ３ ５ を 設 け て ダ ク ト ３ １ の 一 端 を 接 続 し 、 他 端 を 吹 出 口 ２ ０ と す れ ば よ

い 。 ま た 、 置 床 ５ ０ は 、 第 一 空 間 １ 及 び 第 二 空 間 ２ の 床 に 対 し て 、 全 面 に 設 け な く て も よ

い 。 例 え ば 、 第 一 空 間 １ 及 び 第 二 空 間 ２ の 壁 に 沿 っ て 、 床 の 一 部 を 高 く す る よ う に 設 け て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ に お い て 、 制 御 部 ６ ０ は 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の Ｏ Ｎ 、

Ｏ Ｆ Ｆ と 連 動 さ せ て 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ が Ｏ Ｎ の と き の み フ ァ ン ４ ０ を 動 作 さ せ る よ う に

し て も よ い 。 フ ァ ン ４ ０ の 風 量 は 、 例 え ば 、 ダ イ ヤ ル 式 の つ ま み で 風 量 を 変 化 さ せ る よ う

に し て も よ い し 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の 風 量 の １ ２ ０ ％ の よ う に 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の 風 量

に 連 動 さ せ て も よ い 。

　 例 え ば 、 制 御 部 ６ ０ を エ コ ー ネ ッ ト ラ イ ト （ 登 録 商 標 ） に 対 応 さ せ て 、 フ ァ ン ４ ０ の Ｏ

Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ や 風 量 を 制 御 さ せ る よ う に す れ ば 、 家 庭 内 の 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 等 を 利 用 し て 、

空 気 循 環 装 置 １ ０ ０ Ａ 、 １ ０ ０ Ｂ を エ ア コ ン 室 内 機 ４ に 連 動 さ せ て 制 御 す る こ と が で き る

。 ま た 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ の 空 気 を 吸 い 込 む 部 分 及 び 吹 き 出 す 部 分 に そ れ ぞ れ 温 度 セ ン サ

を 取 り 付 け て 、 そ れ ら の 温 度 差 が 所 定 の 値 よ り も 大 き く な っ た と き に フ ァ ン ４ ０ を 動 作 さ

せ る よ う に 、 制 御 部 ６ ０ に よ っ て 制 御 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 な お 、 フ ァ ン ４ ０ の 風 量 は 、 エ ア コ ン 室 内 機 ４ か ら 吸 込 口 １ ０ に 至 る 経 路 で 発 生 す る 熱

・ 湿 気 負 荷 の 処 理 に 必 要 十 分 な 風 量 と す る の が 好 ま し い 。 熱 ・ 湿 気 負 荷 は 、 第 一 空 間 １ 及

び 第 二 空 間 ２ に 置 か れ て い る 器 具 等 か ら 発 生 す る 水 蒸 気 の 量 や 、 壁 を 介 し て 外 部 と や り 取

り す る 熱 量 等 か ら 計 算 に よ っ て 求 め る こ と が で き る 。

　 ま た 、 第 二 空 間 を 複 数 設 け て も よ い 。 第 二 空 間 を 複 数 設 け る 場 合 、 複 数 の 第 二 空 間 の そ

れ ぞ れ に 吸 込 口 を 設 け 、 そ れ ぞ れ の 吸 込 口 か ら 還 気 経 路 を 設 け て 、 複 数 の 還 気 経 路 を 吹 出

口 ２ ０ の 手 前 で 集 約 さ せ て 、 一 つ の 吹 出 口 ２ ０ か ら 吹 き 出 す よ う に し て も よ い 。 フ ァ ン は

、 複 数 の 還 気 経 路 そ れ ぞ れ に 設 け て も よ く 、 一 つ の フ ァ ン に 集 約 さ せ て 吹 出 口 ２ ０ の 手 前

に 設 け て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

１ 　 　 　 　 　 第 一 空 間

２ 　 　 　 　 　 第 二 空 間

３ 　 　 　 　 　 境 界

４ 　 　 　 　 　 エ ア コ ン 室 内 機

１ ０ 　 　 　 　 吸 込 口

２ ０ 　 　 　 　 吹 出 口

３ ０ 　 　 　 　 還 気 経 路

３ １ 　 　 　 　 ダ ク ト

３ ２ 　 　 　 　 置 床 の 下 の 空 間

４ ０ 　 　 　 　 フ ァ ン

５ ０ 　 　 　 　 置 床

６ ０ 　 　 　 　 制 御 部

１ ０ ０ Ａ 　 　 空 気 循 環 装 置 （ 第 一 実 施 形 態 ）

１ ０ ０ Ｂ 　 　 空 気 循 環 装 置 （ 第 二 実 施 形 態 ）
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